
さかたみよし◎

刑法第三九条は「心神喪失者の行為は、罰しない。

心神耗弱者の行為は、その刑を減軽する」と規定す

る。心を病む人々にかかわることを専門としている私

たちにとって、この三九条に関する議論を避けて通る

ことはできない。

今年7月から施行される心神喪失者等医療観察法が

成立するまでの間にも、これをそのままにしていてよ

いのかという声はあった。しかし、本当にそうなのか

どうかはわからないのだが、「法学者の間ではそれに

手をつけることはタブーになっているらしい」という

噂がまことしやかに流れただけで、公の議論にはなら

なかった。

おそらく、それはまえがきにあるように「精神病と

は何か。病者の社会復帰はどのようになされるべき

か。犯罪被害者の立場はどうなるのか。犯罪の責任を

取る、取らせるとはどういうことなのか。そもそも、

近代刑法はどのような原理の上に成り立っているの

か」というような複雑でやっかいな問題がからみあっ

ているからであろう。

本書はこの問題についての議論を概観するものであ

る。しかし、刑法学者、精神科医、社会学者、心理学

者などがそれぞれの立場から自由に自らの意見を述べ

たものであり、結論はない。

「『削除しろ』という主張には、まったく賛成できませ

ん」(橋爪大三郎：社会学)という考えから、「(多くの

凶悪犯罪者が不起訴となっていることから)人間とし

てのまともな感覚の持ち主であれば、この条項をこのま

まにしておいてはならないことを理解するだろう」(小

谷野敦：比較文学)という主張までさまざまであり、

読者がそれぞれ自らの考えを吟味する必要がある。

これまで、私自身が考えていたのはとても単純なこ

とであった。欧米がそうであるように、もしそのとき

罪を犯した人が病のためにとても混乱していて、裁判

を受けられる状態にないならば、それは治療の必要が

ある。けれども治療が進み混乱が収まったならば、自

分の犯した罪ときちんと向き合うべきである。

しかし、刑法三九条があるために一旦無罪とされて

しまうと裁判を受ける必要がない。現実と向き合うこ

とができるようになるまでに回復しても、何ら罪を償

うことなく日常生活を送ることになるというのでは被

害者が納得できないのは当然なのではないか、という

ようなことを何人かの筆者がいう。しかし、事はそれ

ほど単純ではないようだ。本書を読み終えてそう思う

に至った。

滝川(精神科医)は、統合失調症と診断された患者で

あっても、20例中15例に有罪の判決が下され、少な

くともそのうち12例は懲役刑に服していることを指

摘している。だとすれば、何か釈然としない、納得で

きないと思っていた裁判は、単に精神鑑定や裁判その

ものが杜撰であったというだけのことなのかもしれな

いとも思う。

刑法三九条を削除すべきかどうか、今の私にはまだ

わからない。しかし、二十数年にわたって知的障害や

発達障害をもつ人々の刑事裁判にかかわっているとい

う副島の「この人たちは『犯罪者』というかたちで登

場するけれども、必要なのは刑務所ではなく、更生の

場なのです」という主張が、今の私には最も納得でき

るものであったことは確かである。

このコーナーは、本年からほんの少しリニューアルいたし

ました。編集部が精神看護に関係のありそうな書籍を選び、それを読ん

で書くということになりました。今後ともどうぞよろしくお願いいたしま

す。
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